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　このほど、役場庁舎の西側に「までいな家」
が完成しました。
　この「までいな家」は、本村が環境省の全国
20 ヶ所のエコハウスモデル（※）に選定され
事業を進めてきたもので、４月からどなたでも
見学できます。
　までいな家は、までいライフを住まいの場か
ら実現するための提案で、11 社が設計プロポー
ザルに参加、厳選の結果、豊田設計事務所（い
わき市）が選ばれ、本体工事は古俣工務店川俣
支店、外構工事を英工務店が担当しました。
　　※ 21 世紀環境共生型住宅のモデル整備による建設促進事業。
　　　東北では「山形県」と「飯舘村」が選定されました。

②敷地北東側の母屋外観。
薪ボイラーからの煙が立ちのぼります。
外壁は杉板を使用しています。

①敷地南の母屋外観。
屋根には太陽光発電、太陽熱温水設備。母屋前のキーホー
ルガーデンやキッチンガーデンではハーブや野菜などを
栽培し、農村の暮らしが学べる場となります。

③母屋内部
内部通り土間に
薪ストーブを配
置し、地元の石
で蓄熱体を造り
ました。

～までいな暮らし体験と環境学習への活用の場～

までいな家が完成しましたまでいな家が完成しました

④母屋西側の作業場外観。
ここは、食料の加工保存や子どもたちの環境学習の
場になります。

○までいな家利活用のご案内
　までいな家はエコハウスを村民に普及し、住
まい部門から二酸化炭素（ＣＯ 2）を半減する
ことがねらいです。見学や宿泊ができますので、
実際に泊まっていただき、住まいの性能を確認
してください。までいな家は、子どもたちの環
境学習の場として、また、移住希望者の住宅モ
デルとして活用します。
　そして最も期待されるのは、までいな家が「ま
でいな暮らし」の体験を通して村民と村外の
人々の交流拠点となることです。
●お問合わせ先…までいな暮らし普及センター

（☎ 68-2850）

南相馬市立総合病院 飯舘村の田園風景
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